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1. はじめに  

2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震は，M9.0という従来の想定を遥かに上回る規模で発生し，

東日本の太平洋沿岸部を中心に甚大な津波被害をもたらした．これを受けて政府の中央防災会議では，津波想

定に対する考え方を抜本的に改め，過去に発生した地震に対して，あらゆる可能性を考慮した最大クラスの地

震・津波を検討していくべきであるとしている．そこで，本研究では，近年発生が危惧されている東海・東南

海・南海三連動型地震が従来の想定である M8.7 に加えて，M9.0 で発生した場合における津波解析を実施し，

三重県における津波の来襲特性を地震規模や地形特性の観点から検討する．さらに，歴史津波の記録と計算結

果の比較により，M9クラスの地震を想定する必要性について論じる． 

2. 津波解析とその結果  

数値解析には，非線形長波理論による平面 2次元津波計算モデルを用いた．また，計算コストを抑えるため

にサイズの異なる 4 種類の格子（一辺＝1350m，450m，150m，50m）を接続し，ネスティング計算を実施し

た．津波の初期水位に関しては，M8.7では 2003年の中央防災会議により推定された地盤変動量の鉛直変位を，

M9.0では M8.7の鉛直変位を 22 倍し，波源域を変えず M9.0となるように設定した．計算条件として，地震

規模の他に，防波堤などの構造物が機能した場合と全壊した場合，陸側で完全反射する場合と遡上する場合の

計 8 ケースで計算を実施した．潮位条件は満潮位とし，計算

期間は地震発生後から 6時間とした． 

図-1に，三重県沿岸部における津波高の分布を示す．地震

規模に着目すると，M9.0 では M8.7 の 2 倍程度の津波が来襲

していることがわかる．また，地域によって津波高の特性が

大きく異なっていることが確認できる．太平洋沿岸のリアス

式海岸では津波高の変動が激しく，津波が局所的に T.P.+20m

近くまで増幅されている．新鹿湾の湾奥に位置する熊野市新

鹿では，M9.0 において T.P.+21.42m を記録しており，これは

本研究の計算結果で最大の値である．一方，伊勢湾湾内では

津波高の変動は小さく，M9.0 において T.P.+4～5m の津波が

来襲している．これは太平洋沿岸に比べて比較的小さい値で

あるが，この地域には伊勢平野が広がっており，浸水した場

合には広範囲に津波被害が及ぶ危険性がある． 

図-2に，津波到達時間（地震発生後の初期水位から水位が

20cm上昇するまでの時間）の空間分布を示す．同図より，津

波到達時間についても地域によって大きく異なっていること

がわかる．震源域に近い太平洋沿岸では地震発生後すぐに津

波が到達しており，早いところでは 5 分以内に第 1 波が来襲

している．これらの地域では津波高も大きく，壊滅的な被害 
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図-1 三重県沿岸部における津波高の分布 

（陸側完全反射，構造物全壊） 
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が懸念されることから，避難施設や土地利用の整備など，ソ

フト・ハードを組み合わせた最大限の津波対策が必要である

といえる．伊勢湾湾内では，沿岸を北上するにしたがって到

達時間が遅くなる傾向にあり，湾口部と湾奥部では 1 時間程

度の差が認められる．これは，伊勢湾が開口部の極端に狭い

半閉鎖性水域であり，湾口部の島々によって津波の進入が阻

害されることに加え，平均水深が 19.5m と非常に浅く，津波

の伝播速度が外洋に比べて遅いためである． 

 次に，計算ケースごとの浸水面積を最大浸水深で整理した

ものを図-3 に示す．同図より，構造物が全壊した場合には三

重県全域で浸水面積が 2～3 倍に増加していることがわかる．

特に，M9.0では合計で 381.01km
2の地域が浸水しており，こ

れは東北地方太平洋沖地震での宮城県の浸水面積 327km
2（国

土地理院の発表数値）に匹敵する．また，M9.0 では最大浸水

深 2m以上の面積が大きく増加する傾向にあり，浸水深 8m以

上の地域も 10km
2以上に広がっている． 

 図-4に，行谷ら（2005）によって測定された 1707年宝永地

震と 1854年安政東海地震の浸水高と，本研究の計算結果の比

較を例示する．同図から，浸水高の観点において，本研究の

計算結果が歴史津波と類似した傾向を示していることがわか

る．また，地震規模を M9.0に引き上げることによって歴史津

波の浸水高に近づく地域も確認できる． 

 以上のことから，今後，東海・東南海・南海三連動型地震

を想定するにあたり，本研究で扱ったような M9 クラスの地

震を 1 つのシナリオとして検討することは，歴史地震に対し

てあらゆる可能性を考慮するという意味でも，非常に重要で

あるといえる． 

3.おわりに 

本研究では，東海・東南海・南海三連動型地震が M8.7およ

び M9.0で発生した場合に対して津波解析を行い，三重県にお

ける津波来襲特性について検討した．その結果，地形特性や

地震規模，構造物などの条件によって津波の伝播・氾濫特性

が大きく異なることが判明した．また，浸水高の比較により，

計算結果と歴史津波の関連性を示した． 
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図-2 三重県沿岸部における津波到達時間 

の分布（陸側完全反射，構造物全壊） 
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(a) M8.7 
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(b) M9.0 

図-3 三重県全域での浸水面積 
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図-4 歴史津波の記録と計算結果の比較 

（歴史津波は行谷ら (2005) の値） 
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